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｢非平衡系の新局面一運動 ･機能･構造-｣
この様にその大きさを光の波長以下から以上へと連続的に変化させる物体の光 トラップの定式化
は難しい｡今回はクラスタの大きさnと流れ Uを変数としたモデル方程式を考えた｡
h-k(n了n)r-u
わ-n-(u-a)7+cu-b
kはレー ザーパワー､γは成長則であり実験の結果から1/2を入れた､n-3とした.他はすべて
定数である｡これを実験(図3)と比較したのが次の図4である｡
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図3､ 実験によって､クラスター の大きさ
の時間変化を､レー ザー出力ごとに記録
したもの｡縦軸は体積ではなく､焦点平面
に射影されたクラスター の面積である｡
図4､シミュレー ションによって求めた､クラ
スター の大きさの時間変化｡ノイズや揺らぎ
の効果を入れていないので､定常状態と振
動状態の間にあるintermittetな振動は見ら
れない｡
実験(上)とシミュレー ション(下)は､それぞれ
焦点に集まったビーズのclusterの大きさを時間
依存で表したものであり､振動現象を直接グラ
フ化している｡実験において､レーザーの出力
が小さい時は定常的なClusteringが観察される(
出力0.2W)｡出力を上げると次第に流れの効果
が強くなり､intermittetな領域になる｡さらに
出力を上げると､振動領域に入り､出力に依存
して周期が短くなる｡また更に出力を上げると
流れの効果が前面に出てきて､最終的には定常
的な流れへと変わる｡下の図はシミュレーショ
ンの結果であり､それぞれの変数が実験の変数
と対応している｡
実験とシミュレー ションはよく-致しており､
その意味では妥当なモデルと結論づけられる｡
〃mスケールの非平衡開放系は､そのスケール
に比べて熟の散逸や物質の拡散速度が極めて速
い.そのため､我々が普通に目にするスケール
での非平衡系の構築とは異なる難しさがある｡
一方で､まったく新しい機構で非平衡系が構築
できるとも言える｡今回､我々は光圧という〃
mまでスケールダウンしてやっと重力とオーダ
ーが同じになるものを使って非平衡系を作り､
非線形振動を作り出した｡
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